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水稲 の カ ドミウム吸収 にお よぼ す

土壊中カドミウム含有量の影響

大竹俊ざ・木村敬ど 。吉田富ご・芳賀静ぜ

(*山形県農業試験機置賜分場。
**同
本場)

1 ま え  が  き
水稲の CC汚染において,土壌汚染の実態と作物汚

染の因果関係は明らかにされているが, 土壌中の Cこ

含量と玄米中のそれとの明らかな相関々係は認められ

なかった例が多 く,こ のことは概況調査等の結果から

も指摘 されてお り,土壌汚染対策地域の指定および対

策計画の樹立にあた り,少 なからぎる影響をおよばし

てヤ`る。

水稲の Ca吸収 を左右する因子 としては,汚 染状況 ,

土壌条件,品種,裁培条件 (水管理 を含む )等があげ

られるが,中 でも水管理が大きな影響 をおよぼ してい

る。

本試験は , 土壌の Ca汚染程度が玄米の Ca含 量 に

与 える影響について,土壊条件,栽培条件 (水管理 を

含む )を規制 して若千 の検討を加 えたものである。

第 2表  土 壌 の 化 学 性

2試 験 方 法

1 試 験 の 場 所 南陽市・置賜分場
2 試験区の構成
(1)1区 53″  2連制・ コンタリー トIE
(2)試験区の構成 (第 1表 )

他に常時湛水と慣行水管理条件 (標準・Cd5,10,
15pp m)ポ ット試験 (標準・CaQ3,α 5,α 8,1, 8
pp口 節水栽培 )を行 った。

3 試験区土壌の化学性 (第 2表 )
4 供試条件
(1)供 試 作 物  水稲キヨニシキ (折衷苗 )
(2)水 管理条件

①慣行水管理条件 :移植後湛水―中千 (6/2`～ 7/40)

―間断漕水―湛水(7/20～ 8/45)~rBD断灌水―書

水 (ウ11)

② 節水管理条件 :移植後湛水 ―中千 (6/26～ 7/40)

― 黒乾亀裂継続 (放任 )― 落水 (8/31)

第 1表 試験 区 の構 成

名区 理処 理管水

t 標  準 非汚染土 (山  土 ) 左の各区について,水
管理条件 として

①慣行水管理

②節水管理

の 2条件 を設定 した。
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6試 験 結 果

1 第 5表に示すとおり節水管理各区は慣行水管理
各区に比較して大差ない生育を示 し,山土稀釈系列 (2

～ 4区 )は腐植が少なく,塩基飽和度も低いが施肥対

2 作付中のpHの 推移

作付中の PHは 第 1図 の如く, 山土稀釈系列の 2～

4区は商水管理 とも 5～ 6区 より約 1程度低 く経過 し,

また 2～ 4区 では節水管理が若千低 く経過するなど,

土壌の化学性,酸化還元の影響を反映 している。

3 作付中のコhの 推移

作付中のコhは , 節水管理の 2～ 4, 5～ 7区 で 7

月下旬から8月 上旬まで高 く経過 した。慣行水管理の

各区は 7月 末で急激に低 下しているが,全般的に 5

～ 7区 より山土稀釈の 2～ 4区は Ehが低 下 しにくい

傾向を示 している。これは土壌の化学性との関連で,

山土稀釈区は有機物が少ないことにも起因するものと

考えられる。

4 土壌 と玄米のカドミウム含量の関係

土壌 と玄米の Ca含 量 の分析結果を図示すれば第 2

図および第 5図のとおりである。

玄米のCa含量は節水管理>慣行水管理>常時湛水

栽培の傾向を示 し, 2-1図 および 2-2図 に示す よ

うに土壊中の各 Cこ 含量に対応 して玄米の Ca含 量 も

応により標準区に劣らぬ生育,収量を得ており,全体

的に傾向的な結果は認められなかった。ただ,山土稀

釈系列は 6月 中旬～ フ月中旬にかけて赤枯れ症状を呈

したが, 8月 に入って回復 した。
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第 3表  生 育 お よび収 量
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第 1図  作付中のpHお ょびDhの推移
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多 くなる傾向を示 している。 5～ 7区 の系列は商水管

理 とも高い相関を示 し, 2～ 4区の山土稀釈 (0こ 低

濃度系列 )区 もパラツキはあるがほぼ,相関を示 した。

第 3-1図 のように常時湛水条件でも相関は認めら

れるが,水管理 を調節 しやすいボット試験では第 3-

2図 のように高い相関々係が認められた。また,こ れ

らの結果をみると,土壌中 Ca含量が高いレベルでは ,

5～ フ区 (2-1図 )あ るいは 3-1図 のような直線

となるが, 2-2図 および3-2図 のように土壌 Ca

が低濃度 レベルでは土壌中 Caが約 l pp lllの 範囲内で

直線的傾向を示 した。

このように, 土壌と玄米の Ca含量の関係が,土猿

の Ca含量の多少で具なって表れたのは, 2～ 4区が

山土稀釈で酸化的に経過 したことによる影響も大きい

と考 えられる。

土壊と玄米の相関々係が土嬢 Cこ 含量のどの程度ま

で維持されるのかの上限については,本試験では明ら

かでなかったが,条件を規制すれば,特定の土壊につ

いて玄米との応答直線の作成も可能ではないかと推察

される。

1 同 じ土壊条件であれば,水管理を主とした栽

培条件 を一定することにより,土壌 Ca含 量 とそこに

生産される玄米の Cこ 含量の間には相関々係が認めら

れた。

2 有機物が少なく,酸化的に饉過 しやすい土壊

では,α 5pp nlの 土壌 Ca含 量 であっても,Ca含 量

■4 pp nl以 上の玄米が生産される可能性が認められる。

3 玄米のCa含 量は慣行水管理より酸化的な節

水管理栽培により上昇する。
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